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１．組織の概要

１） 名称及び代表者名

タカハタ産業株式会社

代表取締役　手嶋　徳男

２） 所在地

本　　　社

旭工場 千葉県旭市鎌数１０３８０

３）

責任者

担当者

電子メール　m.iijima@takahata-ind.co.jp

４）

電気機械器具の製造・卸売り

電磁コイル及びソレノイドバルブの製造・卸売

工業用ゴム製品及び合成樹脂製品の卸売

機械加工品の卸売

自動機の設計・製作

５） 事業の規模

百万円

百万円

人

㎡

６）

事業年度 ９月～８月

２．対象範囲（認証・登録範囲），レポートの対象期間及び発行日

１） 全組織･全活動を認証・登録範囲とする。

２） 対象組織 「１．２）所在地」欄に記載

３） 活動 「１．４）事業活動内容」欄に記載

レポートの対象期間及び発行日 　表紙に記載

1

延べ床面積　　　

事業活動内容

売上高

旭工場生産高

従業員

単位
2020年9月～
2021年8月

2021年9月～
2022年8月

2022年9月～
2023年8月

709 716 804

68

環境管理の責任者及び担当者連絡先

常務取締役　飯島　幹人

TEL：０４４－８５２－６７０１

TEL：０４４－８５２－６７０１

総務部　係長　小平　智子

神奈川県川崎市宮前区馬絹５丁目２番37号

60

19

1,503

21

1,503

60

21

1,503



３．環境経営方針

環境経営方針

【経営指針】

”常に顧客満足度の向上に徹する”事により会社の発展を目指し、事業によって各人の繋栄
を計り社会に報いる。

【環境経営方針】

　当社は、電気機械器具の製造・卸売り、工業用ゴム製品の卸売り、樹脂加工品・機械加工品
の卸売りの事業活動において、深刻化する地球温暖化への対応が重要な課題と認識し、環境
経営の継続的改善を実施し、環境との調和を図り積極的に環境保全活動を推進します。

１．以下の事項に環境経営目標を設定し、環境経営計画を策定して取り組みます。

　① 環境に配慮した製品の提供

　② 事業活動においての環境への影響を考慮し、二酸化炭素排出量削減、廃棄物
　　排出量削減、水使用量削減

２．関連する環境法規制、及び当社が同意したその他の要求事項を遵守します。

３．継続的に従業員教育を行い、従業員の成長と環境保全に努めます。

４．環境方針は全従業員に周知徹底すると共に一般に公開し、内容は必要に応じて、
　見直しを行います。  

　制定：２０１９年１０月１日

　　　　　タカハタ産業株式会社

代表取締役　手嶋　徳男　　　
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４．実施体制

3

役 割 　　　　　　　　　　　　　責任および権限

代表者

１．取組の対象組織・活動の明確化　(要求事項１)
２．代表者による経営における課題とチャンスの明確化（要求事項２）
３．環境方針の作成、全従業員に周知　(要求事項３)
４．実施体制を構築し、役割、責任及び権限を定め、 全従業員に周知（要求事項７）
５．環境経営に必要な資源（人・もの・資金・情報）の用意（要求事項７）
６．代表者による全体の評価と見直し・指示（要求事項１４）
６．環境経営レポートの承認
７．その他

環境管理責任者
（ＥＡ２１事務局）

１．環境への負荷と環境への取組状況の把握及び評価(要求事項４：事務局担当)
２．環境関連法規などの取りまとめ（要求事項５：事務局担当）
３．環境経営目標及び環境経営計画の策定（要求事項６）
４．環境経営システム全体の構築、運用、維持に関する状況を代表者に報告（要求事項７）
５．環境コミュニケーションの実施（要求事項９）
６．取組状況の確認及び問題の是正及び予防（要求事項１３）
７．環境関連文書及び記録の作成・管理（要求事項１２：事務局担当）
８．環境経営レポートの作成・公表（事務局担当）、確認（環責）
９．その他

部門責任者

１．教育・訓練の実施（要求事項８）
２．実施及び運用（要求事項１０）
３．環境上の緊急事態への準備及び対応（要求事項１１）
４．その他

全従業員
環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚し、決められたことを守り、自主的・積極的に
環境改善に取り組む

代表取締役
（ 代表取締役 手嶋 徳男）

環境管理責任者
（ 常務取締役 飯島 幹人 ）

ＥＡ２１事務局
（ 総務部係長 小平 智子 ）

管理部門責任者
（ 統括次長 齋藤 武利 ）

営業部門責任者
（ 営業部課長 佐井田 稔博 ）

製造部門責任者
（ 品質管理主任 宮應 靖 ）



基準値

実績 評価
電力使用量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

本社 13,014 0.441 11,983
工場 42,126 0.429 33,242
合計 55,140 45,225

kWh

油種別消費量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

ガソリン　〈L〉 2.320 4,256
6,352 L

LPG　〈Kg〉 3.000 3.27
3.26 kg

38,558 29,427
kg-CO2 kg-CO2

産廃物排出量 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

2,663 2,199 〇
kg kg

製造不良率 基準値に対し 5 ％削減 基準値に対し 5 ％削減 基準値に対し 6 ％削減 基準値に対し 7 ％削減

5.20 4.10 〇
％ %

水道使用量 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減

97.0 99.0 ×
㎥ ㎥

環境配慮製品販売額 基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 2 ％向上 基準値に対し 3 ％向上 基準値に対し 4 ％向上

6,750 10,824 〇
千円 千円

3 水使用量の削減 95.1 95.1 94.1 93.1

※二酸化炭素排出係数は2021年東京電力エナジーパートナー（株）調整後排出係数0.451kg-CO2/kWh（本社）及び2021年東京電力パワーグリッド調整後排出係数0.434kg-CO2/kWh（工場）を適用した。

4

4
環境配慮製品

開発販売
6,885 6,885 6,953 7,020

千円 以上 千円 以上 千円 ／年以上 千円 ／年以上

目標と実績

㎥以下 ㎥以下 ㎥／年以下 ㎥／年以下

2,636 2,610 2,583
kg以下 kg／年以下 kg／年以下 kg／年以下

3.16
Kg以下 ｋｇ／年以下 ｋｇ／年以下 ｋｇ／年以下

〇

年度 2024 年度
目標

2022年度

12,624

製造工程での
不良率改善

4.94 4.94 4.89 4.84
％ ％ ％ ％

×

6,225

計（kg-CO2）
38,172 38,172 37,786 37,401

kg-CO2以下 kg-CO2以下 kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下

1
二酸化炭素
排出量の

削減

Ｎｏ 環境方針項目
CO2

換算係数

40,862
53,486

6,288 6,288

電力使用
量の削減

12,884 12,884 12,754

kWh以下 kWh以下 kWh／年以下

41,705

2022 年度

年　度　目　標

2021年度 2023

3.19

kWh／年以下

５．環境経営目標とその実績及び評価

2
廃棄物排出
量の削減

廃棄物排出
量の削減

2,636

41,705 41,283
54,589 54,589 54,037

〇

化石燃料
使用量
の削減

6,161
L以下 L／年以下 L／年以下 L／年以下

3.23 3.23

〇



No 基準値 CO2排出係数 環境目標活動項目 責任者 担当者 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 期間計
①②③④実施

電力使用量 ２０℃以下に設定 ２８℃以上に設定 ２０℃以下に設定

1 ％削減
進捗評価

本社 13,014 0.441 目標値(本社) 1,621 987 1,560 632 1,018 1,309 1,028 915 691 799 997 1,329 12,884

工場 42,126 0.429 目標値(工場) 4,496 2,897 2,652 3,078 3,609 4,633 3,456 3,109 2,283 2,762 4,139 4,592 41,705

合計 55,140 目標累計 6,116 10,000 14,212 17,922 22,548 28,490 32,974 36,997 39,971 43,532 48,668 54,589 54,589

＜kWh＞ 実績値(本社) 1,034 951 836 945 1,096 1,368 910 863 744 838 1,049 1,349 11,983

実績値(工場) 3,677 2,287 2,357 2,896 3,172 3,669 2,274 2,203 2,005 2,293 3,045 3,364 33,242

二酸化 実績累計 4,711 7,949 11,142 14,983 19,251 24,288 27,472 30,538 33,287 36,418 40,512 45,225 45,225

1 炭素 達成評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

排出量 ①③④⑤実施

の削減
化石燃料使用量 ②２台実施 ②３台実施 ②1台実施 ②３台実施

1 ％削減
③タイヤの空気圧を適正値に保つ 進捗評価

ガソリン　<L> ｶﾞｿﾘﾝ 目標値 408 747 656 632 471 385 449 588 384 505 457 605 6,288

6,352 2.320 L 実績値 386 391 324 470 397 257 390 443 247 279 373 298 4,256

LPG　<kg> LPG 目標値 0.20 0.00 0.20 0.00 0.20 0.61 0.41 0.61 0.20 0.41 0.20 0.20 3.23

3.26 3.000 kg 実績値 0.20 0.00 0.41 0.62 0.20 0.83 0.41 0.20 0.20 0.00 0.20 0.00 3.27

CO2排出量 目標値 3,590 3,412 3,349 3,064 3,091 3,460 2,980 3,103 2,176 2,710 3,277 3,960 38,172

ＣＯ2 目標累計 3,590 7,002 10,351 13,416 16,507 19,967 22,946 26,050 28,225 30,935 34,212 38,172 38,172

38,558 排出 実績値 2,929 2,308 2,132 2,752 2,765 2,776 2,283 2,354 1,763 2,001 2,635 2,729 29,428

　　　　　計 ＜kｇ-ＣＯ2以下＞ kg 実績累計 2,929 5,237 7,369 10,121 12,886 15,662 17,945 20,299 22,062 24,063 26,699 29,428 29,428

達成評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　 ①②③実施

1 ％削減 進捗評価

目標値 353 126 569 366 150 150 158 150 146 155 155 155 2,636

2,663 目標累計 353 479 1,048 1,415 1,565 1,716 1,874 2,025 2,170 2,326 2,481 2,636 2,636

＜kg＞ 実績値 313 154 166 172 145 154 334 154 145 154 154 154 2,199

実績累計 313 467 633 805 950 1,104 1,438 1,592 1,737 1,891 2,045 2,199 2,199

2 達成評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①②③実施

5 ％削減 進捗評価

目標値 4.94% 4.94% 4.94% 4.94% 4.94% 4.94% 4.94% 4.94% 4.94% 4.94% 4.94% 4.94% 4.94%

5.20% 目標累計 4.94% 4.94% 4.94% 4.94% 4.94% 4.94% 4.94% 4.94% 4.94% 4.94% 4.94% 4.94% 4.94%

＜％＞ 実績値 5.80% 3.10% 4.20% 5.20% 6.10% 5.90% 2.65% 2.00% 3.59% 6.30% 2.10% 2.30% 4.10%

実績累計 6.20% 4.45% 4.37% 4.58% 4.88% 5.05% 4.71% 4.37% 4.28% 4.48% 4.27% 4.10% 4.10%

達成評価 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

①②③実施

3 2 ％削減 進捗評価

目標値 7.8 8.3 8.8 8.3 7.4 7.4 8.3 8.3 6.9 7.8 7.8 7.8 95.1

97.0 目標累計 7.8 16.2 25.0 33.3 40.7 48.0 56.4 64.7 71.5 79.4 87.2 95.1 95.1

＜㎥＞ 実績値 8.0 8.0 8.0 6.0 8.0 9.0 9.0 7.0 9.0 9.0 10.0 8.0 99.0

実績累計 8.0 16.0 24.0 30.0 38.0 47.0 56.0 63.0 72.0 81.0 91.0 99.0 99.0

達成評価 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 〇

①②③実施

4 環境配慮製品 進捗評価

販売額 2 ％向上 目標値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6,885 0 6,885

目標累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6,885 6,885 6,885

6,750 実績値 0 0 0 0 0 10,824 0 0 0 0 0 0 10,824

＜千円＞ 実績累計 0 0 0 0 0 10,824 10,824 10,824 10,824 10,824 10,824 10,824 10,824

達成評価 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

●

● ● ●

●

●遵守評価

● ●

●

●

●

● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

活動予定進捗評価 記号
予定通り実施 ○
一部未実施 △

予定実施できず ×

６．環境経営計画及び実施状況

活動
評価
基準

目標値達成評価 〔是正処置・予防処置の要否〕

環境目標項目 目標値

ガソリン　<L>

③水漏れ点検の実施
＜㎥以下＞

①工数削減

　基準値の

水使用量の削減

　基準値の

常務
取締役

小平
川口

管理項目
実施したら●を記載

環境教育　一般教育　　環境方針・目標・活動計画の周知
技能伝承教育（技術担当による中堅社員への技能、技術伝承教育･訓練１回／3ヶ月）
緊急事態対応訓練
環境関連法規等の見直し、遵守評価
空調室外機の定期・簡易点検
定期的確認評価（コメント記載）
代表者による全体の評価と見直し
環境活動レポートの作成、公表
業務委託先の指導（当面は不良率を示し、改善を要望）
化学物質の適正管理

41,705
④不使用照明の消灯

①エコドライブの励行

　基準値の

＜kWh以下＞

水
使用量

㎥95.1

4.94%
③スキル管理教育

＜％＞

CO2排出量

38,172 〔数値目標/実績〕
＜kｇ-ＣＯ2以下＞

　基準値の

常務
取締役

小平
川口

①紙類使用量の削減

②分別収集、リサイクルの推進

2,636

①工程の見直し

②品質会議

実績評価項目

常務
取締役

小平
宮應

電力
kWh

活動予定

1）電力使用量
　　の削減

54,589

常務
取締役

佐井田

化石
燃料

活動予定

2）化石燃料使用
　　量の削減

LPG　<kg>
3.23

6,288
⑤トヨタ運転診断システム装着

②定期的車両整備を実施

12,884

②待機電力のカット（コンセントを抜く）

③空調の適温化(暖房20℃以下、冷房28℃以上)

活動予定

水道使用量

一般
廃棄物
排出量

ｋｇ

活動予定

1)廃棄物排出量
　の削減

廃棄物
　総排出量

廃棄物
排出量
の削減 　基準値の

工場長 宮應
不良率

％

活動予定

2)製造工程での
  不良率改善

不良率

③使捨て製品の使用や購入抑制
＜kg以下＞

②節水こまの導入

①手洗いや洗い物、洗車時の節水

活動予定

環境配慮製品開発販売
　基準値の

②環境調査による有害物質の排除

③新製品開発検討会（１回／３ヶ月）
6,885

①顧客、市場情報把握、共有

社長 佐井田

環境配
慮

製品
販売額

＜千円以上＞

注１）電力の二酸化炭素排出係数は2021年東京電力エナジーパートナー㈱調整後排出係数
     0.451kg-CO2/kWh（本社）、2021年東京電力パワーグリッド㈱調整後排出係数0.434kg-CO2/kWh（工場）を適用し

〔定期的確認評価コメント〕 ■電気使用量については、エアコン温度調整、休憩時間の消灯、帰社時には主原電を
切り待機電力の削減を実施。OA機器の省エネ設定を社内に周知。取り組みを実施し
た。

■化石燃料は各社員にエコドライブ､適正な整備を徹底させた。始動時の長時間アイド
リング、急発進、急停車を禁止することでCo2排出量を削減した。

■環境配慮製品を客先に提案。関心を持って貰う営業活動を実施した結果、売上を計
上することができた。

■会社周辺の草木が猛暑で枯れてしまい、それを補うために水道量が増加した。社内
ポスターを掲示し、従業員の節水意識を高め、目標達成出来るように取り組む。洗車も
必要最小限にし、洗車時は節水に努める。

　・取組状況の確認

注２）化石燃料合計（ｶﾞｿﾘﾝ）は二酸化炭素排出量相当のガソリン量で集計 　・目標の達成状況

〔作成方法〕
　1.　本表は、環境目標設定（取組項目、基準値、目標値）に沿って、毎年作成する。
　2.　具体的活動内容及び推進責任者・担当者は、職場内検討により設定する。
　3.　活動予定欄には、月々の具体的活動予定事項を線表で表示する。
　4.　事業年度内の運用開始前の目標値及び実績値は記入すること。
　　　ただし、データ取りが目標の場合は除く。

〔評価基準〕

達成 確認・承認

手嶋 飯島　幹人
代表者 環境管理責任者

未達成
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①工数削減(効率的作業の検討) 月次会議にて討議し削減する 〇

②待機電力のカット（コンセントを抜く） 実施できた 〇

③空調の適温化(冷房28℃、暖房20℃) エアコンの適温化を実施 〇

④不使用照明の消灯 不要部分の消灯実施 〇

①エコドライブの励行 運転診断システム活用と教育 〇

②定期的車両整備を実施 車両整備を定期的に行った 〇

③タイヤの空気圧を適正値に保つ 運転前に目視点検実施 〇

④公共交通機関の活用 不要な車両使用禁止と営業活動の効率化 〇

⑤トヨタ運転診断システム装着 毎日の結果確認と検証 〇

①紙類使用量の削減 啓発ポスターの掲示 〇

②分別、リサイクルの推進 啓発ポスターの掲示 〇

③使い捨て製品の不使用や購入抑制 実施できた 〇

①工程の見直し 製品毎の見直しを行った 〇

②品質会議 不具合発生時の対策の為、都度開催した 〇

③スキル管理教育 年4回開催しスキルアップを行った 〇

①手洗いや洗い物、洗車時の節水(流し放しにない) 手洗い時の節水推進、ポスター掲示 〇

②節水こまの導入 導入できず、今後導入予定 ×

③水漏れ点検の実施 毎月月初に実施 〇

①顧客、市場情報把握、共有 週1回の会議での討議により実行 〇

②環境調査による有害物質の排除 顧客の要請に応じ都度行った 〇

③新製品開発検討会（１回／３ヶ月） 週1回の会議での討議により実行 〇

７．環境活動計画に基づき実施した取組内容、取組結果とその評価

結果

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

廃棄物
排出量の削減

製造工程での
不良率低減
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実施した取組内容

電力使用量
の削減

化石燃料
使用量の削減

評価
Ｎｏ 環境経営目標達成手段環境経営目標項目

1

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
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3
水使用量の削減
＜水道使用量：㎥＞

4
環境配慮製品
開発販売



責任者

担当者

①工数削減(効率的作業の検討)

本社 12,754 ②待機電力のカット（コンセントを抜く）

工場 41,283 ③空調の適温化(冷房28℃、暖房20℃)

合計 54,037 ④不使用照明の消灯

kWh

①エコドライブの励行

②定期的車両整備を実施

ガソリン 6,225 ③タイヤの空気圧を適正値に保つ

LPG 3.19 ④公共交通機関の活用

L/kg(LPG) ⑤トヨタ運転診断システム活用

37,786

kg-CO2

①紙類使用量の削減

2,610 ②分別、リサイクルの推進

kg ③使い捨て製品の使用や購入抑制

①工程の見直し

4.89 ②品質会議

% ③スキル管理教育

①手洗いや洗い物、洗車時の節水(流し放しにない)

94.1 ②節水こまの導入

㎥ ③水漏れ点検の実施

①顧客、市場情報把握、共有

6,953 ②環境調査による有害物質の排除

千円 ③新製品開発検討会（１回／３ヶ月）

（左記達成手段全て）

（左記達成手段全て）

廃棄物
排出量の削減

常務/
小平・宮應

常務/
小平・宮應

常務/
佐井田

（左記達成手段全て）
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廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

常務/
小平・川口

（左記達成手段全て）

（左記達成手段全て）

８．次年度の環境経営計画

Ｎｏ 環境経営目標項目 環境経営目標達成手段
2023/9～2024/8

スケジュール
目標値

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

1

4

3

工場長/宮
應

電力
使用量の削減

化石燃料使用量
の削減

二酸化炭素
排出量削減

2

環境配慮製品
開発販売

佐井田/
斉藤

常務/
小平・川口

水使用量の削減
＜水道使用量：㎥＞

製造工程での
  不良率改善



チェック日 結果

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 9月29日 遵守

川崎市廃棄物の処理及び再生利用等に関する条例 9月29日 遵守

家電リサイクル法 9月29日 －

自動車リサイクル法 9月29日 －

ＰＲＴＲ法 9月29日 遵守

旭市火災予防条例 9月29日 遵守

大気汚染 フロン排出抑制法 9月29日 遵守

水質汚濁 浄化槽法 9月29日 遵守
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９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

遵守状況確認・評価

廃棄物

資源循環

区分 環境関連法規等名称

化学物質

　　　2023年9月29日に確認した結果、違反はありませんでした。また、関連機関からの

　　　違反等の指摘、環境関連の訴訟も過去3年間ありません。

　　　　当社に関係する環境関連法規等は下記の通りですが、下記のように遵守状況を



１０．代表者による全体評価と見直し・指示の結果

見直し実施日 （　■定期見直し　□臨時見直し　）
見直し対象期間

出　席　者

①環境関連法規の遵守状況(環境関連法規等の遵守記録による)

③問題点の是正処置及び予防処置の結果（是正処置・予防処置報告書による）
④外部からの環境に関する苦情や要望(外部コミュニケーション記録による)
⑤その他（法規制の動向や取引先からの「グリーン調達」の情報等）

【環境経営システムが有効に機能しているか総括的に評価】（①、②、③、④、⑤等を踏まえて評価）

【環境への取組が適切に実施されているか】（②等を踏まえて評価）

【環境経営方針】 変更の必要性　：　□有　　■無　

【環境経営目標及び環境経営計画】変更の必要性　：　□有　　■無　

【実施体制】 変更の必要性　：　□有　　■無

【総　　括】 変更の必要性　：　□有　　■無

注）①定期的（少なくとも毎年1回）に実施すること。登録審査の場合は、臨時に行うこと。
　　②事業年度が終了したら、速やかに終了事業年度（登録審査の場合は登録の運用期間）の見直しをすること。
　　③事業内容の変更や重大な事故・不適合が生じた場合等の時は、臨時の見直しをすること。
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代表者による
見直し

経営上の課題
とチャンスで明
確にした内容
を踏まえ、
改善のために
変更の必要性の
有無・変更に必
要な具体的指示
事項

　個々の数値達成については、水道量削減の達成は出来なかったものの、他の数値目標につい
ては概ね達成できた。今後は未達成部分に関しては社員への更なる啓蒙に努め、会社全体とし
て環境負担軽減に取り組みたい。

〇 〇 顧客への営業活動の徹底環境配慮製品開発販売

廃棄物排出量の削減 〇 〇 分別の徹底と産業廃棄物の削減

水使用量の削減 ×

目標項目
目標達
成状況

経営計画
実施状況

目標・計画実施状況の評価（達成の場合：目標設定方法や取組方法の問題点、
次年度の方向性　　未達の場合：原因の明確化、次年度の目標や対応策）

CO2排出量の削減 〇 〇 更なる削減に向け継続徹底

製造工程での 不良率改善 〇 〇 工程政策の細分化

× 節水コマの導入、日常的に節水を行い削減を実施

2023年10月31日
2022年9月１日　～2023年8月31日

手嶋（代表取締役社長）、飯島（常務取締役）、小平（総務部係長）、宮應（旭工場品質管理 主任）

前回の指示への
取組結果

　前回改善指示が出ていた未達成部分も活動の結果がでていると判断した。社員への更なる啓
蒙に努めたい。

見直しに必要な
情報

②環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施及び運用結果(環境経営計画書による）

代表者による評価

経営的観点

　社員一人一人が各自の役割を理解して取組を行い、目標達成に向けて活動した。法規制の順
守状況には問題なく、是正の必要な問題や外部からの苦情も発生していなく、環境経営システム
は現在のところ有効に機能している。


